
１．研究の背景

これまで、廃プラスチックの油化技術は多く、研究、装置が開発されてきたが、その多くが実
用化されず、未だ廃プラスチックのケミカルリサイクルが行われていない。多くの廃プラスチック
が埋立されているのが現状である。

本研究は、サーマルリサイクルにより、付加価値の高いケミカルリサイクルの研究をし、実用
化を計る。

最近特に、石油製品の高騰が取り出されていて、産業活動に影響か出てきている。

未使用の廃プラスチックが油化されることにより、ボイラーの燃料になり、たま汎用エンジン等
に活用されれば、産業活動のコストの転機につながってくるものと考える。

２．研究目的

本研究では10ｋｇ～20ｋｇ／hの廃プラスチックを破砕後過熱蒸気を用い、反応炉にて接触分
解を行い、コンデンサーにおいて、分解油をして回収する。

製造された再生油はエネルギー形態として、ボイラー燃料や汎用エンジン等の燃料として利用
することを目的とする。

これら一連のシステムの構築と運転技術のノウハウを蓄積して、今後の廃棄物の地域循環
型システムの構築のための情報を提供する。

３．研究の成果

４．データなど
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